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北大水量主集報
30(4). 306-313. 1979. 

オホーツク海堆積物の有機炭素・窒棄の水平および鉛直分布について

門谷 茂#・米国義昭事・深瀬 茂申

Vertical Plofi.les and Horizontal Distribution of Organic 

Carbon and Nitrogen in the Okhotsk Sea Sediments 

Shigeru MONTANI*， Yoshiaki MAITA*， and Shigeru FUKASE事

Abstract 

The organic carbon and ni位ogenin marine sediments were determined using 
the core samples col¥ected品七 16station自乱1¥over the Okhotsk Sea. 
The conten七sof organic carbon and nitrogen per dry 8ediment were present 
in七herange of 0.6-2.0% and 0.08-0.29% in七hesurface Iayer of the sediments， 
and 0.2-1.6%阻 d0.03-0.21% in 100 cm depぬ， r倒 pectively. It 8eems Iikely 
七h抗 theIocaI ch岨 geof the conten旬 insurface samples mainIy depend upon出e
type of sediment. The higher conten旬 werefound in diatomaceous ooze， while 
Iower巴onten七swere found in sandy or silty mud. The con七en旬 oforganic carbon 
and nitrogen tended to decrease wiもhdepもh，and色henthe atomic ratio of 
carbon to ni七rogenflucu句tedinもheranging from 8 to 15. 
A good positive ωrrelation w制 foundbe七，ween出eorganic matter expre呂田ed

拙 carbonor notrogen and the cIay fracもion(<2 microme旬r). This sugg回旬
七hatorg品nicm抗もeris拙咽ocia旬:dwiぬ七hesmal¥er aprticles in sediment. 

緒言

海洋表層における一次生産力の分布様式は， 堆積物中の有機物含量の分布と非常に良く似ている

乙とが知られている (Koblentz-Mishkeら1)，Lisitzin2))。沿岸の海洋堆積物中の有機炭素濃度は，

Bordovskiy討によって多数の報告があるが，彼によると， カスピ海・ベーリング海西部および北太平

洋の堆積物では， 0.3-3%の範囲であった。 Emery4)は，南カルホルニア沖の現世堆積物中κ同様の
量の有機炭素を検出したが，海盆の堆積物では 3%以上のものもあったと報告している。 Gro田ら6)は，

アメリカ北西部沖の大陸棚堆積物で 2.5%までの有機炭素濃度を報告している。

一方，深海堆積物では， Arrhenius6)が束太平洋堆積物で 0.1-1.0%を報告し， Ch田ter7)は，外洋

の堆積物の平均含有量として 0.25%の値を提案している。

ここでは， 世界の海の中でも基礎生産力が高いとされているオホーツク海の堆積物柱状試料を，水

深その他の堆積環境の異なる 16地点から採取し，その有機炭素・窒素含有量，炭素と窒素の原子比お

よび炭素・窒素の含有量と堆積物粒子径との関係などを調べ， オホーツク海堆積物の有機物含有量の

およその傾向を掴む乙とを目的とした。

試料および分析法

今析に供した柱状堆積物試料の採取位置を図 1K示す。試料は， ソピエト連邦の海洋調査船D-

*北海道大学水産学部海洋化学講座
(Laboratory 01 Mal旬eGh捌 i8try，Faculty 01 Fi8herie8， Hok加似oU叫ωersity)
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Fig. 1. Location of sampling station in the OhkもoskSea. 

Mendeleev号の 1974年・ 7-8月航海 (13thCruise)によってグラピティ{コアラーを用いて採取した。

堆積物試料は，船上にして一定間隔に切断し，冷蔵保存 WC)したものを実験室内に持ち帰り，室温

にて減圧乾燥した後0.25mmの簡にかけ分別した。各柱状堆積物試料の形状は表1fC示した。

堆積物中の有機炭素および窒素量は， 0.25mmのメッシュを通過したものについて，柳本社製の

MT-500型 CNアナライザーを用いて同時定量した。試料は， 5∞-1，OOOmgを精秤して用いた。分
析精度については，炭素では約土1%，窒素では約土2%の誤差範囲であった。

結果と考察

CNアナライザーによって同時定量した有機態炭素と窒素量の鉛直分布を表1と図2K示す。

ζれによると，表層での有機物含有量の最も多いのは， 珪藻軟泥堆積物である St.923であり，炭

素は 20.4mg/g，窒素は 2.90mg/gであった。 との他の珪藻軟泥堆積物 (St.921， 922， 935， 945)も

他に比べて有機物含有量が多い傾向が見られた。砂質堆積物である St.920，928および 933は，いづ

れも有機物含量が低く，炭素で 3-7mg/g，窒素で 0.15-1.Omg/gであった。他の泥質堆積物は，

おおむね炭素で 14-17mg/g，窒素で1.2-1. 8mg/gの範囲であった。

鉛直的には，いづれの柱状試料とも表層部で最も高濃度で， 下方に向って減少してゆく傾向がみら

れた(表1・図2)。表層部での炭素含有量は， 0.6-2%であり， Bordovskiy3)の値と良く一致して

いる。また，いづれの試料でも，表層部から約 1m深にかけて急激な有機物含有量の減少が見られる
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が， 1m以深では，減少率が小さくなっており， 微生物による分解が終息に向かっていることを示し

ているものと思われる。 ζの深度までで，表層の有機物量の約20-50%が分解を受けている。

また， C/N比はいくつかの柱状試料を除いて8から 10の範囲に入っており，鉛直的tともあまり大

きな変動11:示していなかった。 ζれは，炭素と窒素の分解率がほぼ等しいζとを示しているものと思

われる。
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Fig. 2a. Vertiω1 profile of organic C， N and C/N ratio in core sample at at枇.923.

海洋堆積物中の有機物質の主要な起源は， 動植物プランクトンと考えられるが， Bordovskiy3)によ

ると，植物ブランクトンの C/N比は 6とされている。 しかし， 有光層中で生産された有機物のほ

んの一部分しか水柱を降下する際の無機化をまぬがれて堆積物表層に到達できない。水中では，窒素

化合物の選択的な分解のため， POMのC/Nは深度と共に増加する傾向があると報向されている。

Holm-H創lSel1ら8)や Gordon9)ILよると POMのC/N比は， 表層部で 5-6，100m深で約10，それ

以深では約15にまで増加する。したがって，オホ{ツク海椎積物の約1O(表層の平均値)は，妥当な

値と言える。また， StervensonとCheng10)によるアルゼンチン海盆堆積物の C/N比8-14，Degens 

ら11)のサンタ・パーパラ海盆の 7.3-8.3や Bordovskiy3)のベーリング海の 7-10など，比較的基礎

生産力の高い海域での値とも非常に良く一致している。

小林12)による同一柱状堆積物試料の表層部の含泥率のデータを使用して，有機炭素・窒素の含有

量と堆積物粒子径との聞の関係を探った(図3・4)。乙れによると，有機炭素・窒素と含泥率は非常に
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:良い正の相関 (C;r=O. 89， N; r=O. 82)を示した。とのζとは，有機物が堆積物粒子の表面Ir.収着し

Tこ形で存在しているだろうという ζとを示唆しているものと恩われる。また， 図3，4中で白ヌキで

示した珪藻軟泥堆積物は， 他K比べて有機物濃度も若干高い傾向が見られるが， ζれは珪藻殻が多孔

質で表面積が大きい乙とに起因しているものと思われ， 有機物の起源が粒子への収着によるものであ

るという説明を支待しているものと恩われる。
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Fig. 2b. Vertical profile of org乱凶cC， N and CfN ratio in core脇 mpleat 枇.946.

要約

(1) オホーツク海のほぼ全域から 16の柱状堆積物を採取し，その有機炭素・窒素量を CNアナラ

イザーを用いて同時定量した。表層における炭素含有量は 0.6-2.096，窒素は 0.08-0.2996であっ

た。どちらも下方に向かつて，含有量は減少しており， 1m深では，それぞれ0.2-1.696， 0.03-

0.2196であった。

(2) 各柱状堆積物の有機物含有量の差異は，堆積物粒子の粒径の差によるものと恩われ，有機炭

素・窒素含有量と 2，.m以下の粘土含有量との聞には，非常に良い正の相闘があった。
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Table 1. Dぬかめ似io処 olorganicG， N 側 dG/N ratio 仇 theOkhotsk Sea sedim側 ts・

St.917 46048・N Water depth Depth org.C org.N C/N 
148007・E 3370 m 

195-210 6.03 1.07 6.6 
Depth org.C org.N C/N 210-225 6.26 1.12 6.5 
(cm) (mg/g) (mg/g) 225-240 6.32 1.14 6.6 

0- 5 14.5 2.00 8.5 240-255 6.24 1.16 6.3 

45-55 14.6 1.72 9.9 255-270 6.18 1.15 6.3 

67-70 15.1 1. 75 10 
270・・285 6.26 1.16 6.3 

70-78 12.0 1. 38 10 285-304 6.38 1.20 6.2 

78-85 12.4 1.56 9.3 
304-322 6.18 1.16 6.2 

95-105 13.4 1.62 9.6 322-330 5.80 0.80 8.5 

116-135 14.3 1.66 10 
St.920 56008・N Water depth 150-160 16.2 1.90 9.9 

160-169 12.2 1.35 11 148015 'E 266 m 

169-176 12.3 1.46 9.9 0-10 6.43 0.82 8.9 
185幽 190 15.8 1. 78 10 10-20 4.52 0.65 8.2 

20-30 3.62 0.44 9.7 
St.918 52014・N Water depth 30-45 2.22 0.37 7.1 

148007・E 1190 m 45-60 2.58 0.41 7.4 

3-13 19.1 1.59 14 
60-75 3.02 0.44 8.1 

13-25 23.2 1.43 19 
75-90 3.19 0.48 7.8 

25-40 10.3 0.93 13 
90~105 3.90 0.50 9.0 

40-55 4.66 0.65 8.4 105-118 3.90 0.48 9.6 

55-67 5.56 0.69 9.5 
118-130 4.01 0.51 9.3 

67-80 5.48 0.69 9.4 
130・・140 3.32 0.46 8.4 

80-95 4.94 0.68 8.4 
140-150 2.41 0.34 8.4 

95・110 3.74 0.54 8.0 
150-165 2.21 0.32 8.0 

110・121 3.14 0.49 7.5 
165-178 2.21 0.34 7.7 

121-125* 0.75 0.11 7.9 
178-195 2.85 0.39 8.5 

125-129 3.99 0.60 7.7 
195置 210 3.51 0.46 8.9 

129-140 4.36 0.67 7.7 
St.92工 58034'N Water depth 140-150 4.82 0.68 8.2 

150-160 5.03 0.69 8.6 148014'E 128 m 

160-170 7.17 0.77 11 0-10 17.3 2.41 8.4 
170-185 4.82 0.66 8.6 10-20 16.7 2.27 8.6 
185-200 4.01 0.58 8.2 20-35 1.7.0 2.27 8.8 
200-210 5.23 0.65 9.5 35四 50 16.9 2.26 8.7 
210・225 4.95 0.67 8.6 50-64 16.7 2.22 8.8 
225-239 4.96 0.70 8~3 64-75 15.7 2.07 8.8 
239-250 6.15 0.80 9.0 75-90 14.7 1.94 8.8 

90-105 15.7 2.07 8.8 
st.919 54017・N Water depth 105-122 15.4 2.02 8.9 

148009・E 992 m 工22-135 15.1 1.99 8.9 

0-10 15.9 1.24 15 
135-150 16.3 2.07 9.2 

10-20 15.4 1.12 16 150-165 15.1 1. 99 8.9 

20-30 16.9 1.06 19 
165-182 15.4 1.95 9.2 

30-40 14.1 0.95 17 182-200 14.7 1.91 9.0 

40-49 20.4 1.26 19 200-212 14.5 1. 83 9.2 

49-62 9.19 1.07 10 
212-222 14.0 1. 76 9.3 

62-70 7.75 1.10 8.2 
St.928 57051・N Water depth 70-80 7.91 1.15 8.0 

80-95 7.91 1.21 7.7 153040'E 390 m 

95-110 8.89 1.34 7.7 0- 5 7.22 1.02 8.3 
110・121 12.3 1.25 12 5-15 6.25 0.89 8.1 
121-130 14.7 1.26 14 15-25 4.17 0.59 8.3 
130-145 4.74 0.82 6.7 25-34 2.74 0.44 7.4 
145-160 4.75 0.83 6，7 34-43 2.41 0.38 7.4 
160-170 4.82 0.84 6.7 
170-182 5.05 0.95 6.2 
182-195 6.09 1.07 5.7 *; Ash 1ayer 
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T品ble1. (Continued) 

St.932 56044・N Water depth Depth org.C org.N C/N 
153029・E 960 m 

170-175 13.8 1.13 14 

De{pcmth } o(mrgg/.C g} o{rmgg/.N q) C/N 
210-215 14.5 1.11 15 
250-255 13.3 1.01 15 

0・ 10 20.4 2.93 8.2 
290・295 9.83 0.80 工4
330-335 8.83 0.83 13 10-20 19.0 2.60 8.5 
37-375 7.25 0.76 11 20-30 18.2 2.42 8.8 

30-40 17.3 2.20 9.2 
St.949 52058・N Water depth 40-50 17.4 2.20 9.3 

50-60 17.3 2.47 8.2 151031・E 940 m 

60-70 17.1 2.48 8.1 0・ 10 18.0 1.81 12 
70-80 16.9 2.40 8.2 10-20 18.0 1.59 13 
80-90 16.9 2.45 8.0 20-30 18.0 1.44 15 
90-101 17.7 2.64 7.8 30・ 40 19.3 1.51 15 
101-115 17.7 2.68 7.7 40-50 16.2 1. 36 14 
115-124 17.9 2.65 7.9 50-60 18.1 1. 36 16 
124-135 17.1 2.64 7.6 60・ 64 工8.0 1.36 16 
135-150 17.0 2.73 7.3 
150-165 17.4 2.68 7.6 St.951 46036・N Water depth 
165-177 17.6 2.70 7.6 146055・E 3450 m 
180-188 18.4 2.81 7.6 

5-15 17.1 2.53 7.9 

St.935 53054・N Water depth 15・ 25 15.9 2.25 8.2 
25-35 15.9 2.26 8.2 144052'E 1500 m 
35-46 15.3 2.22 8.0 

0-10 17.8 2.50 8.3 49-61 16.3 2.24 8.5 
10-16 17.8 2.53 8.2 61-72 16.8 2.32 8.4 
20-30 17.2 2.45 8.2 72-91 14.4 2.16 7.8 
30-40 17.5 2.38 8.6 91-102 16.5 2.43 7.9 
40-50 16.6 2.32 8.4 102-116 16.3 2.44 7.8 
50-60 17.6 2.38 8.6 116-129 15.6 2.34 7.8 
60四 70 16.9 2.30 8.6 129-140 17.0 2.40 8.3 
70-80 17.3 2.38 8.5 140-150 工7.2 2.51 8.3 
80-95 17.8 2.50 8.3 150-164 18.0 2.50 8.4 
95-110 17.8 2.44 8.5 164-184 17 .9 2.51 8.3 
110-126 18.8 2.53 8.7 184-196 工7.5 2.15 9.5 
126-140 20.1 2.68 8.3 196-210* 4.39 0.59 8.7 
140-155 23.4 2.95 9.2 210-220 15.9 1.88 8.9 
155-170 24.2 2.83 10 220-234 16.6 2.07 9.4 
170-185 24.9 2.80 10 234-247 15.7 1.85 9.9 
188-200 12.2 1.96 7.3 247-257* 9.58 1.38 8.1 
200-215 13.9 2.14 7.6 257-271 15.2 1.96 9.1 
215-230 21.1 2.51 9.8 
230-242 19.5 2.38 9.6 st.933 55058・N Water depth 
245-255 19.3 2.32 9.7 154031・E 140m 

St.938 53029'N Water depth 
0・ 10 2.85 0.15 22 

145051'E 1760 m 10-20 3.42 0.35 11 

0- 3 14.0 1.66 9.8 St.923 56025'N Water depth 
3- 5 13.7 1.62 9.9 14P27'E 180 m 
5-10 13.9 1.57 10 

See Fig. 2a. 10-15 13.8 1.49 11 
15国 20 工3.3 1.40 11 

St.946 54037・N Water depth 20-25 14.5 1.42 13 
15P15・2 460 m 

25-30 18.4 1.58 14 
35-40 15.7 1.40 13 See Fig. 2b. 
45-50 14.0 1.21 14 
50-55 8.96 0.85 12 

*; Ash 1ayer 
95-100 9.36 0.93 12 
130-135 13.9 1.15 14 
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8から 15の範囲にあり，表層部の平均値は，約10であった。各柱状堆積物の G/Nは，(3) 

辞

本研究遂行にあたり，堆積物柱状試料を供与されるとともに， 多くの助言をいただいた東海大学石

井次郎教授，並加とデータを参考させていただいた小林征太郎氏に対し厚く感謝の意を表する。
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